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◆子どもと一緒に読書を楽しみませんか◆

読書は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、

人生をより深く生きる力を身につけていく上で欠く ことができないものです。

子どもと一緒に読書を楽しみながら、子どもの読書習慣を育んでいきませんか？

「 家読」 とは、「 家族ふれあい読書」 の意味で、読書を通じて、

コミュニケーションを図り、家族の絆をつく る取り組みです。

「読書」はこんな効果が！

「家読」に取り組むとこんな効果が！

◆家庭内でのコミュニケーションが増え、家族の絆を深めることができます。
◆親子で夢について話し合うことができます。
◆親子でお互いに考えていることがわかります。
◆本を読むきっかけづく りができます。
◆今まで気づかなかった子どもの新たな発見があります。

「子どもと一緒に楽しむ」ポイント！

◆リビングに常に２～３冊の絵本を置くようにする

◆絵本の読み聞かせをする

◆図書館の「 読み聞かせ会」 に親子で参加する

家読通信

彙
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おすすめ本のリスト

１年生におすすめの本

２年生におすすめの本

3年生におすすめの本

「エルマーのぼうけん」

作：ルース・スタイルス・ガネ

ット訳：わたなべしげお

「あきらがあけて

あげるから」

作：ヨシタケシンスケ

出版社：PHP研究所

「ぼくは王さま

ごちそうコレクション」

作：寺村輝夫絵：和歌山静子

出版社：理論社

「大ピンチずかん」

作：鈴木のりたけ

出版社：小学館

その他のおすすめ本

その他のおすすめ本

・怪談オウマガドキ学園シリーズ（童心社）

・学校では教えてくれない大切なこと

シリーズ（旺文社）

ひとりでもよめる！

１話約２０ページ！

たのしくよめる！

「きまぐれロボット」

作：星新一絵：和田誠

出版社：理論社

選び方のポイント

はじめてのSFに

・番ねずみのヤカちゃん（福音館書店）

・としょかんライオン（岩崎書店）

・みどりいろのたね（福音館書店）

・グリムの本だなこわいものなしの六人

（あかね書房）

・いちねんせいえほん（日本図書センター）

子どもはまだまだ読み聞かせが大好きです。

このころは長い物語を毎日少しずつ読んで

あげるといいでしょう。

選び方のポイント

読む力がメキメキついて、読書が楽しくな

る年頃です。学習漫画などもだんだんと

読めるようになります。

自分で本が読める！という「読書への自信」

を育てるため、最後まで負担なく読める

文章量のものを選びましょう。

その他のおすすめ本

選び方のポイント

幼年童話の最高峰！

「みつけてん」

作：ジョン・クラッセン

訳：長谷川義史

出版社：クレヨンハウス

ふか～いえほん


